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2.龍谷大学ボランティア・ NPO活動センター規程

(設世)

制 定平成13年3月1日

一部改正平成15年5月15日

平成17年7月21日

平成19年9)127日

第 1条 本学にボランテイア .NPO活動センター (以下「センター」という。)を位く 。

(目的)

第2条 センターは、背利を日的としないボランテイア活動を通じて、 相互に学び合うサー

ビスラーニングという共生の早1[念を具現化し、本学の教育研究に寄与することを十|的とする。

( -!'Ji. 業)

第3条 センターは、 前条の目的を逆行するために、次の事業を行う。

(1) ボラ ンテイア .NPO活動を通じた人材育成及び教育支援に関する事項

( 2 ) 本学の教育研究活動とボランテイア .NPO活動との連携に関する事項

( 3 ) 本学の教育研究に相応するボランテイア .NPO活動の環境整備に関する事項

(4 ) その他、ボランテイア .NPO活動センター委μ会が必要と認めた事項
(役職者)

第4条 セン タ ー に 、 次の役職者を i~l~ く 。

( 1 ) セン ター長 l名

( 2 ) 副センター長 2名

(センター長)

第5条 センター長は、センターの業務を統指し、 センターを代表する。

2 セ ンタ ー長は、専任の教n~i段以の '1 1から、学長が桁名する。

(itiリセンター長)

第6条 副センター長は、センター長を補佐し、センター長が半故ある場合又はセンター長

が欠けた場合は、センター長の職務を代理又は代行する。

2 別センター長は、専住職只の'11からセンター長が批的し、学長が委嘱する。

(委民会)

第7条 センタ ーは、第3条に仏12とする事業を述'jz-するために、 ボランティア .NPO出動
センター委員会(以下「委民会Jという。)を附く。
2 委員会の構成は、 次のとおり とする。

( 1 ) センター長

( 2 ) 副センター長

( 3 ) センター長の推薦する専任職員 若干名

(4 ) センタ一事務部長

3 委員会は、必要に応じて委u以外の者の出席を求め、その意見を聴く ことができる。
(任期)

第8条 センター長、副センター長及び委員会委員の任JYlは2年とし、再任を妨げない。

(委H会の招集)
第9条 委員会は、セ ンター長が招集し、 議長となる。

(lJ i.業報告)

第10条 センター長は、センターが実施した事業について、宵:年、学長に報骨舎を拠出しな

ければならない。
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(事務)

第11条 センターの事務を処理するために、ボランテイア・ NPO活動センター事務部(以

下「センタ一事務部Jという。)を置く。
2 センタ一事務部に、必要な事務職員を置く。

付則

この規程は、平成13年4月1日から施行する。

付則(平成15年5月15日第11条改正)

この規程は、平成15年4月1日から施行する。

付則(抄) (平成17年7月21日題名、第1条、第3条、第7条、第11条改正)

1 この規程は、平成17年7月21日から施行する。

この規程は、平成19年10月1日から施行する。



3. 2009年度龍谷大学ボランティア・ NPO活動センター名簿

センター委員

阪円 春彦(センター長短期大学部・教授)

筒井のり子(副センター長 社会学部 ・教授)

佐々木伯雄(文学部 ・講r.ili)

松j誌 泰!日主(経済学部・ 教授)

横山 勝英 (経営学部・教授)

谷垣岳人(法学部・ 講師)

鍋j斗 直樹(法学部・ 教授)

丸山 敦(理工学部・ 講師)

lJ俸 保則(社会学部・准教授)

古川 秀夫(国際文化学部 ・教授)

ljl線 其(短期大学部 ・准教授)

鶴野普久(事務次長)

石川 達也 (REC事務部 ・事務職只)
辻 篤雄(キャ リア開発部 ・事務職μ)

後藤 充弘(瀬田教学部 ・事務職只)

事務スタッフ

大石洋史(謀長)

竹田 純子(コーディネーター)

竹村 光世 (コーディネーター)

西島 有恒(コーデイネーター)

ヒギンズ 尚美(コーデイ ネーター)

学生スタッフ (2009年度計111名)

〈深草学舎 44名〉

藤原 阿児(法学4)横川雅澄(経済4)安凹拓司 (経済4)今西洋介 (経済4)

1"[11-1保人 (経済3)藤津 良介(経済3)清水麻未(法学3)鵜川 健(法学3) 

17木 陽子(法学3)中山志都呑(法学3)問中 |場子(法学3)樫本 昌子(法学3)

大西龍亮(法学3)麻生彩奈(法学3)西山 美光(文学3)土橋彰世 (文学3) 

有問三奈美 (経営3)桑原佐織(経'f，t3 )佐伯健志(法学3)竹本兵梨(法学2) 
地見知香(法学2)横|射つかさ(法学2)楠上光弘 (法学2)平形 駿(経済2)

守田 英(文学2)田中 大樹(文学2)松本美紗子(経済2)小津朱美(経済2)

今井山美子(経済2)佐々木美火(文学2)物部村佳子(経済2)中丙香奈恵(短大2)

二五位麻皇子(短大2)片岡 華絵(文学1)向井 131大(文学 1)本多 美里(文学 1) 
水円祐奈(文学1)西村泰徳(法学1)池上民平(法学1)木橋未奈子(文学 1) 

古山真人 (経済1)前田俊介(経済1)笹尾剛義(法学 1)辰己弘明(経営 1) 

〈瀬田学舎 67名〉

市II 'i江(理工4)田村ー

村上知栄子(社会4)IJlrll 

14Ij I n 泰志(国際4)寺円

JどHこ(社会4)岸村・怯典 (社会4)吉HJ ;~"美(社会 4)

楓(社会4)狗巻洋平(社会4)戸野広子(社会4)

|民有i(国際4)牧田 幸ijIE(国際4)斗I);tj- 傑(間際4)
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中川裕依子(社会3)藤原真由子(社会3)広清 希(社会3)伊藤圭佑(社会3)

増永愛子(社会3)森下聡美(社会3)添回世紀(社会3)黒川雄生(社会3)

大内亜里紗(国際3)吉本歩美(国際3)前回さなえ(国際3)小島 誠(理工2)

藤田佳那(理工2)戸田泰介(社会2)太田康介(社会2)山本 諒(社会2)

邑 彩乃(社会2)松本遼平(社会2)橋本麻裕子(社会2)山内菜美子(社会2)

達富久美子(社会2)鐙谷晃子(社会2)山口謙治(社会2)高田靖人(社会2)

梅谷友里(社会2)笠間ゆかり(社会2)中原 淳(社会2)谷口直樹(社会2)

不破歩美(国際2)大杉佐世子(国際2)笹測賢人(理工1)脇谷和希(理工1) 

谷川大樹(理工1)乾 良輔(理工1)上見洋人(理工1)佐々木綾(社会1) 

小島正盛(社会1)深水雅士(社会1)古川 諒(社会1)羽村美咲(社会1) 

月間 恵(社会1)藤田華保(社会1)宿谷結希(社会1)上野由理(社会1) 

吉田潤平(社会1)細谷勇介(社会1)香月 郁美(社会1)藤森のどか(社会1) 

三浦千佳(社会1)歌藤智弥(国際1)磯山 優(国際1)石原園雄(国際1) 

玉置友圭子(国際1)森岡沙季(国際1)山本美帆(国際1) 
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・深草学舎

〒612・8577 京都市伏見区深草塚本町67

TEL 075-645・2047 FAX 075-645・2064
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